
口
 
絵
 
 

発
刊
に
あ
た
っ
て
 
 

読
者
の
皆
さ
ん
へ
 
 

凡
 
例
 
 
 

卜
 
生
活
誌
編
 
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
七
ば
の
生
活
－
方
言
－
 
 

第
四
節
 
名
称
・
呼
称
な
ど
語
詞
の
生
活
 
 

第
二
節
 
音
声
の
生
活
 
 

第
三
節
 
表
現
の
生
活
 
 

第
一
節
 
熊
野
町
の
方
言
 
 

囲
 
家
称
語
彙
 
 
 

伺
 
毛
筆
語
彙
 
 
 

目
 
 

次
 
 

い
 
親
族
名
称
・
親
族
呼
称
 
 

安
芸
熊
野
町
史
生
活
誌
、
資
料
、
年
表
編
 
目
 
次
 
 

五 五 四 四  
九 三 0 0 一 ○ 四  

J   



第
二
章
 
熊
野
町
の
民
俗
 
 

第
三
章
 
熊
野
町
の
伝
承
歌
謡
 
 

目
 
 

次
 
 

第
五
節
 
熊
野
町
方
言
の
特
色
 
 

第
三
節
 
晴
れ
の
日
々
 
 

第
四
節
 
人
の
一
生
 
 

第
五
節
 
口
頭
伝
承
 
 

第
二
節
 
ふ
だ
ん
の
生
活
 
 

第
一
節
 
生
活
の
環
境
 
 

第
一
節
 
歌
詞
の
部
 
 

一
労
 
作
 
歌
 
 

五
 
口
説
音
頭
 
 

第
二
節
 
楽
譜
の
部
 
 

四
 
踊
 
り
 
歌
1
熊
野
町
翻
山
神
祉
神
楽
踊
 
 

三
 
わ
ら
べ
歌
 
 

二
 
酒
盛
歌
・
祝
い
歌
 
 

付
 
ニ
ワ
カ
の
口
上
 
 

一
三
九
 
 
 

一
三
九
 
 
 

一
四
〇
 
 

一
四
五
 
 

一
四
六
 
 

一
四
八
 
 

一
六
二
 
 

一
六
六
 
 

一
七
一
 
 
 

七  
五  



第
二
章
 
古
代
・
中
世
の
資
料
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
の
遺
跡
・
遺
物
 
 

Ⅰ
 
資
 
料
 
編
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毛
利
氏
奉
行
人
打
渡
坪
付
（
弘
治
t
一
）
 
 

次
 
 

毛
利
氏
奉
行
人
連
署
打
渡
坪
付
（
弘
治
二
）
 
 
 

毛
利
氏
年
寄
連
署
知
行
打
渡
状
（
弘
治
二
）
 
 

小
早
川
隆
景
苫
状
（
弘
治
元
）
 
 

毛
利
隆
元
宛
行
状
（
弘
治
二
）
 
 

毛
利
隆
元
宛
行
状
（
弘
治
二
）
 
 

天
野
興
定
合
戦
分
捕
手
負
注
文
（
大
永
七
）
 
 

小
槻
有
家
申
状
 
 

関
東
御
教
書
（
文
永
一
〇
）
 
 

小
槻
有
家
施
行
状
案
（
文
永
一
〇
）
 
 
 

勘
解
由
次
官
藤
原
高
潮
（
カ
）
奉
書
（
文
永
一
〇
）
 
 

官
中
便
補
地
由
緒
注
文
案
 
 

一
九
八
 
 
 

二
〇
一
 
 
 

二
〇
二
 
 
 

二
〇
二
 
 
 

二
〇
三
 
 
 

二
〇
三
 
 
 

二
〇
四
 
 
 

二
〇
四
 
 
 

九 九 九 九 九  
セ セ セ 四  四  



第
三
章
 
近
世
の
資
料
 
 

第
一
節
 
土
地
・
租
税
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郡
村
法
則
雑
記
（
文
政
四
）
 
 

安
南
都
河
角
村
地
詰
之
帳
（
正
保
三
）
 
 

安
芸
国
安
南
郡
熊
野
村
御
検
地
帳
（
上
・
下
）
 
（
慶
長
六
）
 
 

安
垣
間
安
南
郡
熊
野
村
厳
島
社
家
内
侍
領
人
掃
帳
（
天
正
二
〇
）
 
 

安
褒
闘
安
南
郡
熊
野
村
厳
島
祉
領
人
掃
帳
（
天
正
二
〇
）
 
 
 

安
重
囲
安
南
郡
熊
野
村
内
厳
島
祀
六
老
内
侍
給
地
打
渡
坪
付
案
（
天
正
二
〇
）
 
 

安
重
囲
安
南
郡
熊
野
村
内
厳
島
祀
七
老
内
侍
給
地
打
渡
坪
付
（
天
正
二
〇
）
 
 

厳
島
祉
社
家
飯
田
宮
内
給
地
打
渡
坪
付
（
天
正
一
八
）
 
 

安
重
囲
安
南
郡
熊
野
村
内
打
渡
坪
付
写
（
天
正
二
〇
）
 
 

毛
利
輝
元
安
堵
状
（
天
正
一
三
）
 
 
 

毛
利
輝
元
安
堵
状
（
天
正
一
三
）
 
 

毛
利
隆
元
宛
行
状
（
弘
治
四
）
 
 
 

毛
利
隆
元
宛
行
状
（
弘
治
四
）
 
 

次
 
 
 

毛
利
隆
元
判
物
（
弘
治
三
）
 
 

八 八 セ セ セ   

t
一
〇
四
 
 

二
〇
五
 
 
 

二
〇
五
 
 
 

二
〇
五
 
 
 

二
〇
五
 
 
 

二
〇
六
 
 
 

二
〇
八
 
 
 

二
一
〇
 
 
 

二
一
一
 
 
 

二
一
三
 
 
 

二
一
四
 
 



〔14］〔13〕［12〕〔11〕〔10〕〔9〕〔8〕〔7〕〔6〕〔5〕〔4〕  

・
延
事
三
牛
黄
年
御
地
こ
ぶ
り
高
・
畝
・
田
畑
斗
代
概
し
 
 

御
 
 
免
（
上
り
詰
、
下
り
語
と
も
）
 
 

・
寛
政
五
年
丑
年
改
御
免
捌
帳
立
御
法
則
 
 

・
定
数
御
免
割
御
閑
屈
事
 
 

・
債
帳
之
事
 
 

二
見
政
八
年
被
仰
付
写
 
 

・
宝
暦
七
年
御
給
知
知
二
付
同
八
寅
十
月
仰
書
 
 

御
種
米
貸
付
に
関
す
る
書
付
（
宝
暦
七
）
 
 

朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
御
用
免
除
の
願
い
書
付
（
宝
暦
一
四
）
 
 

寸
志
米
指
上
げ
麒
書
（
宝
暦
一
三
）
 
 
 

諸
役
銀
納
入
に
関
す
る
書
付
（
宝
暦
一
二
）
 
 

夫
役
米
・
寸
志
銀
出
方
に
関
す
る
回
答
書
（
明
和
四
）
 
 

給
主
知
行
米
搬
入
に
関
す
る
書
付
（
文
政
三
）
 
 

年
貢
米
蔵
納
等
に
関
す
る
諸
書
付
（
文
政
四
）
 
 

夫
役
米
納
入
に
関
す
る
書
付
（
明
和
四
）
 
 

国
役
納
入
に
関
す
る
通
達
（
文
化
三
一
）
 
 

火
ノ
原
御
薮
所
建
替
に
関
す
る
講
書
付
（
文
政
五
、
文
政
一
〇
、
天
保
二
）
 
 

寸
志
米
指
上
げ
に
関
す
る
書
付
（
文
政
九
）
 
 
 

次
 
 

三
四
三
 
 
 

≡
四
四
 
 
 

三
四
五
 
 
 

三
四
六
 
 
 

三
四
六
 
 
 

三
四
七
 
 
 

三
四
七
 
 
 

三
四
八
 
 
 

l
二
四
八
 
 
 

三
四
九
 
 
 

三
五
一
 
 
 



第
二
節
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治
 
 
 

政
 
 

諸
掛
定
に
関
す
る
書
付
（
文
久
三
）
 
 

年
貢
米
上
納
に
付
き
褒
賞
書
付
（
安
政
六
）
 
 

安
芸
郡
甑
臨
村
（
御
鷹
野
砂
入
地
）
地
揚
普
請
加
勢
夫
に
付
覚
晶
庄
（
安
政
二
）
 
 
 

次
 
 
 

知
行
米
納
入
期
日
に
関
す
る
通
達
（
天
保
四
）
 
 

妖
光
差
出
し
を
控
え
る
書
付
鰭
郡
（
天
保
八
）
 
 

上
り
銀
相
場
に
関
す
る
触
是
昭
耶
（
天
保
八
）
 
 

永
代
日
記
帳
（
抄
出
）
 
（
文
化
七
～
慶
応
四
）
 
 

初
寄
合
諸
格
式
帳
（
安
政
二
）
 
 

郡
中
村
々
へ
諸
事
心
得
べ
き
条
々
申
渡
覚
（
天
保
三
）
 
 

村
役
人
に
関
す
る
報
告
書
（
文
化
二
）
 
 

安
芸
国
知
行
帳
（
安
南
郡
）
 
（
元
和
五
）
 
 

仏
之
山
取
り
分
け
に
関
す
る
歎
麒
書
（
寅
…
不
詳
）
 
 

山
林
売
券
（
文
久
二
）
 
 

末
田
毎
登
の
給
人
法
（
文
化
一
〇
）
 
 

山
番
人
・
山
番
拾
の
届
出
書
（
宝
暦
一
二
）
 
 

三
五
一
 
 
 

三
五
二
 
 
 

三
五
三
 
 
 

三
五
三
 
 
 

三
五
四
 
 
 

三
五
五
 
 
 

三
五
六
 
 
 

三
五
六
 
 
 

三
五
九
 
 
 

三
五
九
 
 
 

三
六
〇
 
 
 

三
六
〇
 
 
 

三
六
二
 
 
 

三
六
三
 
 
 

三
六
六
 
 
 

三
七
〇
 
 
 



況
 
 

第
三
節
 
村
 
 

第
四
節
 
産
業
・
商
業
・
交
通
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村
中
覚
垂
井
御
公
儀
御
定
法
但
村
格
敷
帖
 
 

懐
中
必
用
録
謂
肘
手
控
（
文
久
元
）
 
 

樫
に
関
す
る
調
査
の
回
答
書
（
宝
暦
一
一
）
 
 

楠
に
関
す
る
調
査
の
回
答
書
（
宝
暦
t
一
）
 
 
 

秤
に
関
す
る
調
査
の
回
答
書
（
宝
暦
一
一
）
 
 

御
建
薮
の
枯
竹
元
伐
の
願
い
書
付
（
宝
贋
九
）
 
 

文
化
度
国
郡
志
（
熊
野
村
の
み
抄
出
）
（
文
化
一
二
）
 
 

村
況
に
関
す
る
報
告
書
（
文
政
一
三
）
 
 

川
角
相
国
郡
士
芸
日
出
帳
（
文
化
一
二
）
 
 

安
芸
郡
川
角
村
人
馬
改
目
録
挫
（
宝
暦
一
二
）
 
 

村
況
に
関
す
る
報
告
書
（
宝
暦
七
）
 
 

宜
キ
男
届
け
出
書
付
（
宝
暦
一
二
）
 
 

腰
林
の
木
数
に
関
す
る
報
告
（
宝
暦
七
）
 
 

田
方
植
付
状
況
報
告
（
宝
暦
一
二
）
 
 
 

次
 
 

三
九
〇
 
 
 

三
九
二
 
 
 

三
九
二
 
 
 

三
九
二
 
 
 

三
九
三
 
 
 

三
九
三
 
 
 

三
九
四
 
 
 

四
〇
二
 
 
 

四
一
七
 
 
 

四
三
五
 
 
 

四
三
五
 
 
 

四
三
五
 
 
 

四
三
六
 
 
 

四
三
六
 
 
 

四
三
六
 
 
 

四
三
七
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樫
実
・
干
葉
等
の
貯
蔵
に
関
す
る
報
告
書
（
文
政
四
）
 
 

椅
の
増
産
に
関
す
る
調
査
の
回
答
書
（
文
政
三
）
 
 
 

村
々
の
鍛
冶
屋
の
年
間
鉄
使
用
量
報
晶
牒
榔
（
文
化
一
一
）
 
 

鍛
冶
職
人
に
関
す
る
調
査
の
回
答
書
（
文
政
三
）
 
 

金
銀
取
引
に
関
す
る
調
査
の
回
答
書
（
文
化
一
二
）
 
 
 

紫
根
に
関
す
る
調
査
の
回
答
書
（
文
化
一
二
）
 
 

山
ま
ゆ
に
関
す
る
回
答
書
（
文
政
三
）
 
 

登
録
済
み
の
樫
木
伐
採
禁
止
に
関
す
る
書
付
（
文
化
八
）
 
 

皮
稽
御
請
場
所
を
海
田
市
に
復
す
る
願
晶
脚
棚
肘
ぺ
（
文
化
六
）
 
 

桔
仕
入
鋲
貸
付
関
係
書
炉
提
出
届
（
安
永
三
）
 
 

皮
楢
代
銀
勘
定
書
付
（
安
、
些
二
）
 
 

矢
箆
竹
御
用
二
付
回
答
苔
（
明
和
二
）
 
 

御
建
薮
垣
根
修
理
費
請
求
書
付
（
明
和
二
）
 
 

桜
御
用
に
関
す
る
回
答
書
（
宝
暦
一
四
）
 
 

腰
林
よ
り
材
木
伐
り
出
し
願
書
（
宝
暦
一
四
）
 
 

樺
起
畠
借
入
銀
返
済
残
銀
に
つ
い
て
 
（
宝
暦
一
三
）
 
 

次
 
 
 

生
雉
子
御
用
に
付
回
答
書
（
宝
暦
一
二
）
 
 

四
三
八
 
 
 

四
三
八
 
 
 

四
三
八
 
 
 

四
三
九
 
 
 

四
三
九
 
 
 

四
四
〇
 
 
 

四
四
〇
 
 
 

四
四
〇
 
 
 

四
四
一
 
 
 

四
四
一
 
 
 

四
四
二
 
 
 

四
四
三
 
 
 

四
四
四
 
 
 

四
四
四
 
 
 

四
四
五
 
 
 

四
四
五
 
 
 

四
四
五
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大
坂
滞
銀
調
査
の
回
答
書
（
文
政
四
）
 
 

櫨
植
付
に
関
す
る
報
告
書
（
文
政
九
）
 
 

菜
種
の
収
穫
豊
に
関
す
る
報
告
書
（
文
政
一
二
）
 
 

椿
苗
下
げ
渡
し
に
関
す
る
願
い
 
（
文
政
一
一
）
 
 

腰
林
の
松
売
払
い
に
関
す
る
報
告
書
（
文
政
一
〇
）
 
 

水
役
銀
半
役
に
関
す
る
請
書
（
文
政
九
）
 
 

諸
職
人
水
役
運
上
納
入
に
関
す
る
回
答
書
（
文
政
九
）
 
 

左
官
職
廃
業
に
関
す
る
報
告
書
（
天
保
三
）
 
 

瓦
焼
入
用
の
松
葉
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
れ
ん
げ
に
つ
い
て
の
報
告
（
文
政
一
二
）
 
 
 

撰
種
試
植
に
関
す
る
報
告
書
（
天
保
元
）
 
 
 

蕨
粉
に
関
す
る
報
告
書
（
文
政
一
二
）
 
 

拾
歩
一
銀
納
入
に
関
す
る
書
付
（
嘉
永
二
）
 
 

馬
飼
葉
買
入
れ
に
関
す
る
書
付
（
文
久
三
）
 
 

嗣
摂
御
買
上
げ
に
関
す
る
書
付
（
文
久
三
）
 
 

胡
麻
売
買
に
関
す
る
書
付
（
嘉
永
二
）
 
 

腰
林
よ
り
自
家
薪
伐
り
出
し
に
関
す
る
書
付
（
文
久
三
）
 
 

往
来
手
形
（
文
化
一
四
）
 
 
 

次
 
 

四
四
六
 
 
 

四
四
六
 
 
 

四
四
七
 
 
 

四
四
七
 
 
 

四
四
七
 
 
 

四
四
八
 
 
 

四
四
八
 
 
 

四
四
九
 
 
 

四
四
九
 
 
 

四
四
九
 
 
 

四
四
九
 
 
 

四
五
〇
 
 

四
五
一
 
 

四
五
一
 
 
 

四
五
三
 
 
 

四
五
四
 
 

四
五
五
 
 
 



第
六
節
 
災
害
・
救
済
 
 

第
五
節
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両
地
・
井
手
・
水
論
 
 
 

大
風
に
よ
る
倒
壊
家
庭
報
告
（
宝
暦
八
）
 
 

社
倉
御
神
石
借
用
に
関
す
る
書
付
（
宝
暦
七
）
 
 
 

川
角
村
洪
水
損
所
諸
入
用
調
（
延
‡
二
）
 
 

新
雀
井
手
水
論
内
済
書
付
（
万
延
元
）
 
 

さ
る
ご
池
邦
夫
免
許
の
講
書
（
天
保
六
）
 
 

両
地
用
地
代
を
下
げ
渡
す
書
付
（
文
政
九
）
 
 

開
城
両
地
水
掛
畝
高
書
（
文
政
六
）
 
 

海
上
池
水
割
人
別
畝
附
帖
（
安
永
八
）
 
 

助
郷
役
割
り
当
て
の
書
付
（
午
歳
）
 
 

さ
る
ご
池
に
関
す
る
覚
書
（
断
片
）
 
（
不
詳
）
 
 

車
の
使
用
を
認
め
る
触
吾
（
文
久
三
）
 
 

分
銅
改
め
に
関
す
る
調
査
の
回
答
書
（
文
政
五
）
 
 

次
 
 
 

病
人
の
相
継
送
り
に
関
す
る
書
付
（
文
政
元
）
 
 
 

往
来
一
札
之
事
（
安
政
六
）
 
 

四
五
五
 
 
 

四
五
七
 
 
 

四
五
七
 
 
 

四
五
八
 
 
 

四
五
八
 
 
 

四
五
九
 
 
 

四
五
九
 
 
 

四
五
九
 
 
 

四
六
三
 
 

四
七
〇
 
 
 

四
七
一
 
 
 

四
七
一
 
 
 

四
七
四
 
 

四
七
四
 
 
 

四
七
五
 
 

四
七
六
 
 
 



第
七
節
 
治
安
・
吟
味
 
 
 

鉄
砲
拝
借
の
願
い
書
付
（
宝
暦
七
）
 
 

日
 
 

次
 
 

〔17〕〔16〕〔15〕［14〕［13〕［12〕［11〕〔10〕〔9〕［8〕〔7〕〔6〕〔5］〔4〕  

社
倉
救
麦
配
布
に
関
す
る
報
告
書
（
明
和
三
）
 
 

前
年
拝
借
赤
麦
元
利
と
も
返
却
の
件
に
つ
き
報
告
書
（
宝
暦
一
一
）
 
 

拝
借
銀
証
文
書
付
（
宝
暦
八
）
 
 
 

洪
水
損
所
に
関
す
る
書
付
（
文
政
四
～
一
二
）
 
 

年
賦
銀
取
立
の
麻
書
（
文
政
四
）
 
 

安
芸
郡
村
々
杜
倉
麦
貸
渡
し
に
つ
き
願
書
・
許
可
書
（
寛
政
八
）
 
 

水
難
に
つ
き
社
倉
麦
貸
居
え
許
可
の
達
（
寛
政
八
）
 
 
 

囲
粗
貸
下
げ
に
関
す
る
書
付
（
寛
政
元
）
 
 

川
角
村
社
倉
麦
の
増
長
、
算
用
の
報
告
請
書
（
天
明
六
）
 
 

作
食
米
代
鍍
借
用
の
願
い
寄
付
（
明
和
三
）
 
 

田
籾
に
関
す
る
報
告
書
付
（
宝
暦
一
一
）
 
 

早
損
に
つ
き
才
覚
銀
貸
付
に
関
す
る
書
付
（
寡
永
六
）
 
 

囲
租
干
立
て
に
関
す
る
報
告
書
（
文
政
四
）
 
 

安
芸
郡
村
々
洪
水
損
所
修
復
夫
の
覚
（
寛
政
八
）
 
 

四
七
七
 
 
 

四
七
七
 
 
 

四
七
八
 
 
 

四
七
八
 
 
 

四
八
〇
 
 
 

四
八
〇
 
 
 

四
八
二
 
 
 

四
八
二
 
 
 

四
八
三
 
 
 

四
八
三
 
 
 

四
八
四
 
 
 

四
八
五
 
 
 

四
八
五
 
 
 

五
八
八
 
 

四
九
〇
 
 

四
九
〇
 
 
 



第
八
節
 
宗
教
・
習
俗
 
 

［7〕〔6〕〔5〕［4〕〔3〕［2〕〔1〕  〔8〕［7〕〔6〕〔5〕〔4〕［3〕〔2〕  

各
村
々
疫
病
退
除
祈
顧
に
つ
い
て
の
差
図
の
受
書
提
出
（
天
保
八
）
 
 

輿
正
寺
の
末
寺
名
（
安
芸
郡
組
合
村
々
内
）
報
告
書
（
文
政
二
）
 
 

抜
参
宮
老
の
有
無
に
つ
い
て
の
回
答
書
（
宝
暦
一
四
）
 
 

差
譲
吟
味
に
百
姓
惣
代
の
出
し
方
に
関
す
る
書
付
（
文
久
三
）
 
 

川
角
村
宗
旨
人
別
帳
（
慶
応
二
）
 
 

出
家
志
願
の
仏
弟
子
に
つ
い
て
の
願
い
書
付
（
弘
化
四
）
 
 
 

抜
参
宮
・
出
稼
に
関
す
る
報
告
書
（
天
保
六
）
 
 

川
角
村
門
徒
の
寺
檀
関
係
、
仏
事
執
行
に
関
す
る
報
告
（
文
化
六
）
 
 

鉄
砲
所
持
者
調
査
に
関
す
る
書
付
（
文
久
三
）
 
 

出
火
元
に
対
す
る
申
渡
書
（
安
政
四
）
 
 

鍛
冶
用
炭
盗
難
疑
義
に
関
す
る
回
答
書
（
文
政
九
）
 
 

追
放
人
・
出
奔
著
の
帰
任
に
つ
い
て
の
回
答
書
付
（
文
政
九
）
 
 

次
 
 
 

鉄
砲
所
有
者
に
関
す
る
調
査
（
宝
暦
八
）
 
 
 

鉄
砲
所
有
者
に
関
す
る
調
査
（
明
和
二
）
 
 

四
九
〇
 
 
 

四
九
〇
 
 
 

四
九
一
 
 
 

四
九
一
 
 
 

四
九
一
 
 
 

四
九
二
 
 
 

四
九
二
 
 

四
九
四
 
 

四
九
四
 
 
 

四
九
四
 
 
 

四
九
四
 
 
 

四
九
六
 
 
 

四
九
六
 
 
 

四
九
七
 
 
 

四
九
七
 
 

ヱ2   



第
四
章
 
 

〔  
参   

考   」 ■  
〔11〕〔10〕［9〕［8〕［7〕〔6〕［5〕［4〕〔3〕［2〕〔1〕  〔3〕［2〕［1〕  近

・
現
代
の
資
料
 
 
 

貴
船
神
社
遷
座
式
（
明
治
三
二
）
 
 
 

次
 
 

警
察
配
置
（
明
治
二
二
）
 
 

市
町
村
制
施
行
二
付
（
明
治
二
二
）
 
 
 

建
 
白
 
書
（
安
芸
郡
）
（
明
治
一
七
）
 
 

小
学
校
に
高
等
科
設
置
（
明
治
三
〇
）
 
 
 

小
学
校
に
補
習
科
設
置
（
明
治
三
一
）
 
 

道
路
を
め
ぐ
る
県
庁
と
の
紛
争
（
明
治
二
七
ご
ろ
）
 
 

郵
便
局
設
置
（
明
治
二
六
）
 
 

小
学
校
授
業
料
細
則
（
明
治
二
四
）
 
 

村
会
規
則
（
明
治
一
三
）
 
 

永
代
日
記
帳
（
明
治
元
～
四
〇
）
 
 

村
用
日
記
〔
熊
野
村
〕
 
（
嘉
永
七
）
 
 

慶
長
六
年
御
地
詰
御
本
帳
〔
押
込
村
〕
 
（
寛
永
一
七
）
 
 

田
島
屋
敷
地
坪
帳
〔
熊
野
村
〕
 
（
延
享
三
）
 
 

五
〇
一
 
 
 

五
二
四
 
 
 

五
六
七
 
 
 

五
八
七
 
 
 

五
八
七
 
 
 

六
〇
八
 
 
 

六
一
一
 
 
 

六
一
九
 
 
 

六
二
〇
 
 
 

六
二
一
 
 
 

六
二
二
 
 
 

六
二
二
 
 
 

六
二
四
 
 
 

六
二
四
 
 
 

六
二
五
 
 

Jβ   



［28〕〔27〕〔26〕〔25〕〔24〕〔23〕〔22〕［21〕〔20〕〔19〕［18〕〔17〕〔16〕［15〕〔14〕〔13〕〔12〕  

追
分
尋
常
小
学
校
に
手
工
科
設
置
（
明
治
四
二
）
 
 

熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
増
築
敷
地
（
明
治
四
二
）
 
 

前
項
関
係
の
校
地
指
定
認
可
申
請
（
明
治
四
二
）
 
 

熊
野
村
の
共
同
苗
代
問
題
（
明
治
四
一
）
 
 

追
分
尋
常
小
学
校
増
築
申
請
時
の
児
童
数
（
明
治
四
一
）
 
 

安
芸
郡
斯
民
会
被
表
彰
者
（
明
治
四
二
）
 
 

安
芸
郡
斯
民
会
発
会
式
（
明
治
四
二
）
 
 

続
熊
野
村
の
状
況
（
明
治
四
一
）
 
 

熊
野
村
の
状
況
（
明
治
四
一
）
 
 

追
分
尋
常
小
学
校
校
舎
増
築
（
明
治
四
一
）
 
 

熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
落
成
式
（
明
治
四
〇
）
 
 

軍
人
待
遇
会
規
約
（
明
治
三
七
）
 
 
 

戦
捷
紀
念
碑
竣
工
（
明
治
三
九
）
 
 

小
学
校
高
等
科
に
農
業
科
設
置
（
明
治
三
七
）
 
 

在
郷
軍
人
全
売
会
式
（
明
治
三
五
）
 
 

小
学
校
に
裁
縫
科
設
置
（
明
治
三
三
）
 
 

次
 
 
 

善
 行
人
物
表
彰
（
明
治
三
二
）
 
 

六
t
一
五
 
 
 

六
二
五
 
 
 

六
二
五
 
 
 

六
二
六
 
 
 

六
二
六
 
 
 

六
二
七
 
 
 

」
ハ
二
八
 
 

六
二
九
 
 
 

六
三
一
 
 
 

六
三
二
 
 
 

六
三
三
 
 
 

六
三
三
 
 
 

六
四
六
 
 
 

六
四
七
 
 
 

六
五
〇
 
 
 

六
五
一
 
 
 

六
五
二
 
 

J・J   



〔45〕〔44〕〔43〕〔42〕〔41］［40〕〔39〕〔38〕〔37〕〔36］〔35〕〔34〕〔33〕〔32〕〔31〕〔30〕［29〕  

道
路
拡
張
期
成
同
盟
（
昭
和
二
九
）
 
 
 

次
 
 

中
間
郡
市
案
（
昭
和
二
八
）
 
 

自
治
警
察
廃
止
（
昭
和
二
六
）
 
 

供
麦
問
題
（
昭
和
二
五
）
 
 

商
業
組
合
結
成
（
昭
和
一
三
）
 
 

青
年
学
校
設
置
（
昭
和
一
五
）
 
 

婦
徳
高
女
生
勤
労
奉
仕
（
昭
和
一
七
）
 
 

熊
野
小
学
校
移
転
問
題
（
昭
和
一
三
～
一
四
）
 
 

鷹
島
願
安
撃
郡
勢
要
覧
（
大
正
一
四
）
 
 

実
業
補
習
学
校
設
定
（
大
正
九
）
 
 

道
路
改
修
（
大
正
九
）
 
 

青
年
会
費
村
費
補
助
（
大
正
二
）
 
 

在
郷
軍
人
会
費
村
費
補
助
（
大
正
二
）
 
 

学
齢
児
童
保
護
会
費
村
費
補
助
（
大
正
二
）
 
 

青
年
会
活
動
（
大
正
二
）
 
 

小
学
校
農
繁
期
休
業
許
可
（
明
治
四
五
）
 
 

町
村
制
疑
義
伺
（
明
治
四
三
）
 
 

六
五
五
 
 
 

六
五
九
 
 
 

六
五
九
 
 
 

六
六
〇
 
 
 

六
六
一
 
 

六
六
一
 
 
 

六
六
二
 
 
 

六
六
三
 
 
 

六
六
五
 
 
 

六
八
一
 
 
 

六
八
三
 
 
 

六
八
四
 
 
 

六
八
四
 
 
 

六
八
五
 
 
 

六
八
七
 
 
 

六
八
八
 
 
 

六
八
八
 
 

J5   



第
五
章
 
熊
野
筆
関
係
資
料
 
 

〔10〕〔9〕〔8〕［7〕〔6〕［5〕［4〕［3〕〔2〕〔1〕  ［49〕〔48〕［47〕［46〕  

熊
野
村
製
筆
事
業
に
就
て
（
明
治
三
二
）
 
 
 

熊
野
筆
の
販
路
拡
張
（
明
治
三
〇
年
代
）
 
 

鯖
野
村
筆
県
南
高
（
明
治
五
）
 
 
 

毛
筆
生
産
統
計
（
明
治
二
四
）
 
 

統
計
報
告
事
跡
等
（
明
治
二
二
～
四
≡
）
 
 

戦
後
町
議
会
議
員
名
絡
（
議
席
順
）
 
 
 

熊
野
高
校
開
設
（
昭
和
五
二
）
 
 

次
 
 
 

県
営
熊
野
団
地
（
昭
和
四
〇
～
四
七
）
 
 

浅
沼
勘
次
郎
師
碑
（
明
治
年
間
）
 
 

広
島
孤
児
院
の
筆
黒
坂
売
（
明
治
四
一
）
 
 
 

熊
野
七
撃
会
（
明
治
四
一
～
四
二
）
 
 

筆
職
人
長
屋
建
設
に
つ
い
て
（
明
治
五
）
 
 

毛
筆
製
造
講
習
会
（
大
正
一
一
）
 
 

毛
筆
使
用
に
関
す
る
陳
状
（
大
正
八
）
 
 
 

七
六
八
 
 

七
六
八
 
 
 

七
七
一
 
 
 

七
七
二
 
 
 

七
七
二
 
 
 

七
七
二
 
 
 

七
七
四
 
 
 

七
七
五
 
 
 

七
七
五
 
 
 

七
七
六
 
 
 

七
七
七
 
 
 

六
八
九
 
 
 

六
九
七
 
 
 

六
九
八
 
 
 

七
〇
四
 
 

J6  
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熊
野
撃
行
商
と
国
防
献
金
（
昭
和
一
二
）
 
 
 

戦
時
下
の
筆
祭
り
（
昭
和
一
二
～
一
三
）
 
 

熊
野
小
唄
（
昭
和
一
二
）
 
 

熊
野
毛
筆
組
合
（
昭
和
一
二
）
 
 

熊
野
筆
製
造
工
程
の
台
覧
（
昭
和
一
二
）
 
 

熊
野
筆
を
天
皇
陛
下
へ
献
上
（
昭
和
一
一
）
 
 

山
羊
毛
輸
入
禁
止
（
昭
和
一
三
）
 
 
 

次
 
 

筆
祭
の
創
始
（
昭
和
一
〇
）
 
 

毛
筆
の
ム
口
汚
博
出
品
（
昭
和
一
〇
）
 
 
 

毛
筆
神
社
建
立
計
画
（
昭
和
一
〇
）
 
 

習
字
時
間
延
長
運
動
（
昭
和
七
）
 
 
 

内
地
産
獣
毛
の
消
毒
（
昭
和
九
）
 
 

全
国
児
童
書
方
展
覧
会
（
昭
和
六
）
 
 

書
道
研
究
会
（
昭
和
四
）
 
 

膵
脱
症
病
予
防
消
毒
舘
設
置
（
大
正
一
五
～
昭
和
四
）
 
 

毛
筆
業
者
の
所
得
（
昭
和
三
）
 
 

毛
筆
品
評
会
（
大
正
一
二
）
 
 

出 土 セ セ 出 土 セ セ セ セ セ セ セ セ セ セ セ  
九 九 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 七  
一 ○ 九 八 八 八 七 六 六 五 五 四 三 二 二 ○ 九   
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〔44〕〔43〕〔42〕〔41〕〔40〕〔39〕〔38〕〔37〕［36］〔35〕〔34〕〔33〕〔32〕〔31〕〔30］〔29〕〔28〕  

中
国
産
毛
筆
原
料
の
直
接
取
引
（
昭
和
一
四
）
 
 

次
 
 
 

商
業
組
合
員
の
中
国
視
察
（
昭
和
一
四
）
 
 
 

新
し
い
習
字
教
育
（
昭
和
二
八
）
 
 

葉
菜
界
の
動
向
（
昭
和
二
八
）
 
 
 

業
界
不
振
期
の
筆
祭
り
（
昭
和
二
七
）
 
 

終
戦
直
後
の
熊
野
筆
（
昭
和
二
〇
）
 
 

戦
時
下
毛
筆
業
者
の
大
同
団
結
（
昭
和
一
六
～
一
七
）
 
 

全
国
毛
筆
組
合
聯
合
金
（
昭
和
一
五
）
 
 
 

原
毛
の
軍
部
か
ら
の
排
下
げ
（
昭
和
一
四
）
 
 

熊
野
筆
振
興
事
業
（
昭
和
五
一
）
 
 

炭
ソ
病
患
者
（
昭
和
四
七
）
 
 

伝
統
工
芸
士
（
昭
和
五
一
）
 
 
 

熊
野
筆
と
標
準
工
賃
制
（
昭
和
四
四
）
 
 

特
産
品
工
業
の
実
態
（
昭
和
二
九
）
 
 
 

習
字
科
独
立
の
運
動
（
昭
和
l
一
九
）
 
 

毛
筆
の
戦
地
需
用
（
昭
和
一
七
）
 
 

「
熊
野
筆
」
国
定
教
科
書
掲
載
陳
情
（
昭
和
一
四
）
 
 

七
九
二
 
 
 

七
九
二
 
 
 

七
九
三
 
 
 

七
九
四
 
 
 

七
九
六
 
 
 

七
九
六
 
 
 

七
九
八
 
 
 

七
九
九
 
 
 

八
〇
〇
 
 
 

八
〇
一
 
 
 

八
〇
二
 
 
 

八
〇
三
 
 
 

八
〇
五
 
 
 

八
〇
五
 
 
 

八
〇
六
 
 
 

八
〇
七
 
 

八
〇
八
 
 

Jβ   



Ⅲ
 
年
 
 

あ
と
が
き
 
 

熊
野
町
史
刊
行
黍
員
全
委
員
名
簿
 
 

熊
野
町
史
生
活
誌
・
資
料
・
年
表
編
執
筆
者
名
滞
 
 

目
 
 

次
 
 

毛
筆
製
造
関
係
の
統
計
 
 

〔51〕〔50〕〔49〕〔48〕〔47］〔46〕〔45〕  
1
 
 

2
 
 

3
 
 

4
 
 

5
 
 

戦
前
 
主
要
産
地
別
統
計
 
 

戦
前
 
毛
筆
及
び
万
年
筆
 
 

戦
後
 
毛
筆
生
産
の
状
況
 
 

戦
前
 
毛
筆
製
造
業
の
概
況
 
 

戦
前
 
県
下
の
毛
筆
生
産
勧
業
統
計
 
 

熊
野
筆
の
現
況
（
昭
和
六
〇
）
 
 

熊
野
高
の
芸
術
顆
型
コ
ー
ス
 
（
昭
和
五
九
）
 
 

毛
筆
産
地
熊
野
町
（
昭
和
六
〇
）
 
 

産
毛
筆
（
胎
毛
筆
）
 
（
昭
和
五
九
）
 
 

製
筆
の
新
技
術
（
昭
和
五
七
）
 
 

郷
土
館
開
館
（
昭
和
五
二
）
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